
水稲の作柄に関する委員会（令和２年度第２回）議事概要 

１ 開催日時：令和３年３月23日（火） 

２ 方法：書面提出による持ち回り開催 

３ 委員：雨宮宏司座長、荒井裕見子委員、黒田栄喜委員、萱場亙起委員、 

大川泰一郎委員、山岸順子委員、吉永悟志委員 

４ 議事 

（１）令和２年産水稲の作柄について

（２）令和３年産水稲10a当たり平年収量（案）について

（３）水稲調査の見直しについて（報告）

５ 議事概要 

資料を基に各委員から意見等を受けた。主な意見等及び事務局からの回答の内容は、

別紙のとおり。 

別紙を踏まえ、令和２年産水稲の作柄及び令和３年産水稲10a当たり平年収量（案）

について、了承された。 



別紙

主な意見 事務局回答

【鹿児島】
　近年平年収量を下回って推移している鹿児島の
平年収量を昨年に引き続き上げることに対しては
やや違和感があります。

　平年収量の変化が品種に負うところは大きいと
しても、他の要素も考えられる県も見受けられる
ことから、今後、現地で生産事情の変化等の情報
収集を強化する必要があると思います。

→平年収量の変動に寄与する主要品種の動向
や、栽培技術等の指導、普及状況について
は、これまでも各都道府県の農業普及セン
ターや試験場、大規模生産者等から把握して
きているところですが、今後は、収量水準を
向上させる施肥技術、病害虫防除、水管理な
どの状況、普及状況とその効果などについて
も、きめ細やかに確認してまいりたいと思い
ます。

　作況指数、収量、1等米比率、作付面積などの
データ蓄積は、収量予測や気象の米生産への影響
解析、地域の生産戦略検討などへ活用するため
に、今後さらに重要となってくると考える。
　しかし、これまでの調査には多大な労力が必要
であり、収量構成要素等全てのデータ取得が基本
であった。しかしこれからは、労力削減および必
要な項目の検討が必要である。
　そのため、人工衛星からの取得データを利用し
た水稲作柄予測法の効率化、およびセンシング
データ技術等の技術を用いた収量構成要素情報の
取得法や取得項目の削減等について、引き続き検
討をお願いしたい。

→令和２年産から、８月15日現在の遅場地帯
における作柄の良否については、調査の効率
化を図るため、実測調査に代えて気象データ
及び人工衛星データ（降水量、地表面温度、
日射量等）を利用した作柄予測手法を導入し
たところです。
　令和３年産からは、７月15日現在及び８月
15日現在の早場地帯における作柄の良否につ
いても、気象データ及び人工衛星データ（降
水量、地表面温度、日射量等）を利用した作
柄予測手法の適用範囲を拡大し、調査の効率
化を図ることとしています。
　引き続き、人工衛星データ等を活用した水
稲調査の効率化について検討を行ってまいり
ます。

資料４

資料に対する委員からの主な意見及び事務局回答

→水稲の10a当たり平年収量については、気象
の推移や被害の発生状況などを平年並みであ
ると仮定して算定しているため、必ずしも実
単収と合わないこともあります。
　鹿児島県の実単収が平年収量を下回ってい
るのは、気象等の影響（H26、H27、R1、R2：
主に低温・日照不足、台風、大雨等）によ
り、近年の実単収が低下した年産が多いため
　なお、多収性の早生品種（従来品種より単
収60㎏以上増収見込）が含まれる早期栽培に
ついて、作付面積が一定のウエイト（全体の
約25％）を占めておりその影響が大きいこと
を踏まえ、今回お示ししましたスムージング
スプラインによる算定結果（＋１㎏）を妥当
と考え、御提案させていただいたところで
す。

全体
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